
データに基づいて都市マネジメントを行う「データ駆動型都市プランニング」を実装。様々な都市
データの組み合わせにより、歩いて暮らせるまちづくりのほか、健康増進、地域活性化など複数
課題の解決を目指す。

・ 滞在時間 0.5時間増（2030年度）
・ 歩行距離 0.5km増（2030年度）
・ 遅い交通分担率 5%増 （2030年度）

目標（KPI）

実行計画

体制

スケジュール

実証内容

松山スマートシティプロジェクト（愛媛県松山市）

UDCM
松山アーバンデザインセンター

公
公民学連携組織

学民

ITサービス事業者（予定）

四国旅客鉄道

都市整備事業の計画検討
次世代都市サービスの導入検討
データ分析・管理

松山市

実験・調査企画
防災サービスの導入検討

データ提供

次世代都市

サービスの導入検討
- City Ride

データ・技術提供
調査実務

行政データ提供
都市整備事業の計画検討

愛媛大学
防災情報研究センター

- City Data-Spa
- City Sim
- City Scope

民の主な担当

先進技術の導入

先進技術の導入
- City Probe

復建調査設計

伊予鉄グループ
【オブザーバー参加】
▶日立東大ラボ
▶東京大学大学院工学系研究科
社会基盤学専攻教授羽藤英二
▶日産自動車株式会社

先進技術の導入

- City Sim

次世代都市サービスの導入検討

2025年度実装
〇次世代都市サービス
・モビリティハブの設置への活用
・モビリティサービス導入
・道路維持管理への活用
・KPI評価実現

2023-24年度
〇次世代モビリティサービス
運行実験

・サービス提供に活用
・道路維持管理への活用検証
・KPI測定・評価スキーム構築検討

2022年度
〇都市データプラットフォーム
・都市データプラットフォーム構
築・運用

〇シミュレーションモデル拡張・
現況再現

様々な交通データ等の集約やシミュレーションによるデータ駆動型
都市プランニングの実装により、都市空間改変、次世代モビリティ
導入等の次世代都市サービスを提供

■実証内容のイメージ

City Ride
次世代モビリティ

City Probe
都市データ
センシング

City 
Data-Spa
都市データ

プラットフォーム

City Sim
シミュレーション

①データフォーマット作成
②既存データ加工・提供
③都市DPの部分運用

① シミュレーションモデルの拡張
② 公共交通利用状況の再現
③ シミュレーション結果の公開・活用

①交通サービスデータの取得
②プローブパーソン調査の実施
③メッシュ型滞在データの取得
④地域公共交通利用実態データ取得
⑤継続的なデータ加工・提供

実証①：地域交通に関する様々なデータを収集・統合し、データプラット
フォーム（City Data-Spa）上でのAPI連携やセキュリティ対
策が実施可能かを検証

実証②：データプラットフォーム上のデータを活用した地域交通に関するシミ
ュレーションの実施可能性について検証

実証③：地域交通に関するシミュレーションに基づく、バス交通のダイヤ改
正等の地域公共交通のデータに基づく再編方策の検討

①バス・相乗りタクシー
等の公共交通の再編

実証①

実証②

実証③

JR松山駅 城山公園

松山市駅

道後温泉駅

重点地区、データ取得エリア

データ活用により最適化

された次世代都市サービ

スを実装・提供する

シミュレーションによる現況再現
及び将来予測を活用して、計画
策定、合意形成を行う

都市空間及びその利

用状況に関するデータ

を取得する

フィジカル空間

サイバー空間


